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市民福祉課　　　課長　渡部　敬
長寿いきがい課　参事　野呂田則子
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次第 開会
委員長挨拶
案件
（１）能代市地域包括支援センターの運営協議について
（２）その他
　・能代市高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定に向けて
　・能代市介護サービス事業経営戦略の改定について
　・能代市生活支援ハウスについて
その他
閉会

１　開会

２　委員長挨拶

発言者 質疑内容
委員 民生委員の会議において、来年度のテーマを「繋がり」とした。寺子が残っている地

区もあり、そこに地域包括支援センターも参加して健康体操をしていただいた。感謝
している。地域包括支援センターの心や情熱を感じてありがたかった。本委員会の資
料は情報量があるが、今後どう活かしていくのか期待したい。

委員 ２点伺いたい。①相談方法について、メールでの相談件数は。また相談内容は。②事
業内容について、認知症のタッチパネルとは何か。

事務局 ①メールとしての集計開始が令和６年度からであるため、令和５年度には数値がな
い。

包括 初めの相談を電話で受けた後、相談者が仕事の都合上、電話に出られないこともある
ため、メールの方が確認しやすいといった理由である。主に遠方の親族であり、親御
さんの状態の確認等である。

会議の概要

３　案件
（１）能代市地域包括支援センターの運営協議について



事務局 ②タッチパネルは「もの忘れ相談プログラム」というもので、平成２７年ころから導
入した。もの忘れが心配な方に、タッチパネルでセルフチェックができるものであ
る。各地域包括支援センターに１台ずつ、また長寿いきがい課にもあり、事業等で活
用している。

委員 ケアマネジャーへの支援について、様々な研修テーマを設定し実施されているが、講
師の方は地域包括支援センターの方が務めているのか。

事務局 地域包括支援センターで各１回実施しており、講師は外部の先生などに依頼してい
る。

委員 各包括支援センターでの地域ケア個別会議の内容について、具体例が分かれば教えて
いただきたい。

事務局 各種事例の紹介であるが、主に認知症関係や生活費等である。

　・能代市高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定に向けて
　　　質疑等なし

　・能代市介護サービス事業経営戦略の改定について
　　　質疑等なし

　・能代市生活支援ハウスについて
　　　質疑等なし

発言者 質疑内容
委員 地域包括支援センターから高齢者世帯の除雪について話題があったが、ある地域では

お互いに助け合って除雪をしている。別の地域では人が居なくて助け合えないところ
もある。新任民生委員から、「高齢者から雪よせの依頼があったが、何度もとなると
対応できないがどうしたらいいか」と相談があった。現行制度で紹介できるのはシル
バー券と雪んこレンジャーであるが、今冬のような雪の降り方では対応は困難。市長
寿いきがい課に確認したところ、市と自治会が契約締結することで、自治会による除
雪もシルバー券を使用可能であると伺った。良い取組であるが、自治会長にはあまり
知られていないようだ。自治会やその他の組織との横の連絡を密にしていただきた
い。

事務局 自分たちの地域での自助共助で除雪の対応が出来ていることは素晴らしいことであ
る。今後は、大雪の傾向が強まっていくのではと予想されるが、市からお金などのイ
ンセンティブを付与する等で、地域力の向上を図る取り組みが今後のポイントのひと
つとなると考えている。ただ自治会会員の高齢化などで地域での対応が難しいところ
もあるため、現行制度を組み合わせながら取り組んで行ければと思っている。市とし
ても現状にとどまらず、何かできることがないかを常に考えていかなくてはいけな
い。今年度は任意のグループや企業から協力をいただき、シルバー券や雪んこレン
ジャーの登録者も多かった。ご指摘の周知の仕方については対応を検討したい。

委員 要介護認定について、当病院でも申請が必要な方の家族から相談を受けているが、数
年前から市役所を訪れて相談した際、改めて地域包括支援センターを通してから申請
するようにとされる事例があった。せっかく市役所に申請に伺っているので、いった
ん申請を受けてから地域包括支援センターにつないだ方が良いと考えるが。

事務局 要介護認定の際は、申請書類作成の際に色々なことをお伺いする。よくわからない状
況で来られる方もいらっしゃるので、一度確認をしていただくことはある。また、状
況を伺うと軽度で、介護サービスをすぐに利用したい方ではなく、将来の為に申請し
た方がいいと思われている方もおり、ケースに合わせて地域包括支援センターに紹介
しているため、状況をみて判断している。

委員 県外自治体のローカルルールでは市役所では認定申請の受付をしておらず、地域包括
支援センターを通して申請を行うのがルールとなっている。遠方から来ていても申請
できなかった等というケースもあるので、能代市でも話し合って体制を決めていただ
けたら。

事務局 ご相談された方にご不便をおかけしないよう対応したい。
委員 病院から要介護認定申請を勧めることについては問題ないか。
事務局 問題ない。

４　その他

（２）その他


